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第 3章 基本理念と基本目標 

目黒区住宅マスタープラン 

１ 住宅政策の基本理念と基本目標 

（1）基本理念 

 

みんなでつくる安心して住み続けられる目黒 

 
これからの目黒区の住宅政策は、社会経済情勢の変化や少子高齢化、災害など住まいに関する不安

が高まる中、区民が安心して豊かな住生活や住環境の中で住み続けられることが必要です。 

住宅政策とは単に住宅を提供するだけではなく、区民が安心して豊かな住生活や住環境の中で住み
続けられることが必要です。同時にその実現に向けては、行政が責任をもって取り組むだけではなく、
区民や事業者など、みんながそれぞれの地域や住まいに関心を持ち、住生活や住環境の向上に努める
ことが望まれます。 
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第 3章 基本理念と基本目標 

 

目黒区住宅マスタープラン 

（2）基本目標と将来実現すべき姿 

新たな基本理念を実現するため、基本目標と将来実現すべき姿を設定し、その実現を目指します。 
 

基本目標１ 安全・安心で快適な住生活の実現 

・住宅の耐震化が進み、災害に強い住宅・住宅市街地が形成されている。 

・適切な改修やリフォーム等を行うことにより、住宅が長く大切に使われ、次世代に引き継がれて
いく。 

・多様で質の高い住宅が増え、緑豊かで良好な居住環境があり、「住みたいまち」としての魅力を
さらに高めている。 

 

基本目標２ 住宅セーフティネットの確保 

・住宅確保要配慮者が、適切な住宅に居住し、必要に応じて円滑に住み替えができ、必要な支援を
受けて地域で安定した住生活を送っている。 

・高齢者や障害者、子育て世帯など多様な世帯が、住み慣れた地域で安心して住み続けられている。 
 

基本目標３ 住まい手の主体的取組と支援 

・住宅の選び方や建て方、維持管理など住まいについての知識や意識が向上している。 

・住まいが責任を持って適切に維持管理され、地域の良好な環境形成に貢献している。 

・住まいを契機とした人と人とのつながりによる地域の取組が活発に行われ、助け合い、支え合う
地域コミュニティづくりがされている。 
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第 3章 基本理念と基本目標 

目黒区住宅マスタープラン 

２ 住宅政策の体系 

現状と課題を踏まえて、基本理念と基本目標のもと、次の体系で住宅施策を進めていきます。 
 


